
国際ロータリー第 2680 地区 
2024-25 年度 第 3 回行動計画委員会 

議 事 録 
 
開催日時 2024 年 10 月 23 日（水）15：00〜16：00 
開催場所 ホテル日航姫路３階 真珠の間 
議事録作成人 委員 樋口 典明 
 

次  第 
 

１. 開会挨拶  城 守ガバナーエレクト 
・ようこそ姫路へ 
・当初、セミナーへの参加者人数が心配されましたが予想以上にたくさんの参加と

なり大変うれしく思っています。 
・「行動計画とは何ぞや」を理解してもらうために出前セミナーをこれまで実施し

てきて、よく理解していただいたと思う。 
・この後の⻄播第１・第２グループの出前セミナーもよろしくお願いします。 

 
２. 出席者  城守 GＥ、矢野宗司地区ラーニングファシリテーター、白井務子 GＮ、 

三木健義次期代表幹事、山根章次々期代表幹事､秦紳一郎ガバナー指名ガバ 
ナー補佐、武本正照ガバナー指名ガバナー補佐、前川忠範会員維持増強委員⻑ 
髙瀬英夫行動計画委員⻑、永瀬隆一行動計画副委員⻑ 
行動計画委員会委員：篠倉庸良、和田孫博、今田学志、津田豊、岡田和也 

中村孝秀、樋口典明 
     以上 17 名 （敬称略） 

 
３. 今年度行動計画委員会の狙いと行動計画について＜⾼瀬委員⻑より＞ 
   「狙い」 
     ・地区のビジョン・行動計画を参考にして 
     ・ガバナー補佐、地区全委員会のご協力を得ながら 
     ・各クラブへのビジョン・行動計画作成意識を浸透させ 
     ・城年度のクラブ報告書にはすべてのクラブが自クラブのビジョン・行動計画 

  を記載できるようにしたい！ 
 
 



「行動計画」 
   ・委員の所属グループのガバナー補佐、会⻑・幹事、会⻑エレクト・幹事エレクト 
    を対象にグループ単位の＜出前セミナー＞をグループ所在地で開催する。 
   ・委員をファシリテーターとして、グループディスカッション形式を中心とする。 
   ・委員によるクラブへの＜卓話＞を呼び掛ける。 
    （9 月 4 日神⼾須磨ロータリークラブにて卓話 ⾼瀬委員⻑＞ 
   ※この行動計画を少しでも繋げていくことで、各クラブで一気に進んでいくことと 

思う。（⾼瀬委員⻑談） 
 

４. 開催済の出前セミナーからの反省、提案、今後の向けての意見交換（永瀬副委員⻑） 
 ・阪神第１・第２グループ（７月２６日） 
 ・尼崎グループ     （８月２１日） 
 ・阪神第３グループ   （９月２７日） 

  ※・本日、第４回目の出前セミナーとなるが、方向性を変えず進めていきたい。 
   ・「和田委員の話」を毎回していただいているが続けたい。 
   ・今後も皆さんへ声を掛け、できるだけ参加していただくよう進めていきたい。 
 
５. １１月１０日（日）ロータリー研修デーについて（永瀬副委員⻑が説明） 

・内容 
・委員さんへの出席要請（ファシリテーターとして） 
 

６. 今後の日程について 
・１１月１０日（日）ロータリー研修デー（神⼾国際会議場） 
・１１月２８日（木）淡路グループ 
・１２月以降未定（但⾺、東播第１・２・３、神⼾第１・２グループ） 
 

７. 閉会挨拶 白井務子ガバナーノミニー 
 
 
※本日の委員会資料を添付のこと 

以上 



2024-25 年度 第 3 回行動計画委員会 次第 

 

2024 年 10 月 23 日(水)  15：00～16：00 

ホテル日航姫路 真珠の間 

議事進行  ： 篠倉幹事 

議事録作成 ： 樋口委員 

 

１．開会挨拶                       城ガバナーエレクト 

 

２．今年度行動計画委員会の狙いと行動計画             髙瀬委員長 

  「狙い」 

   ・地区ビジョン・行動計画を参考に 

 ・ガバナー補佐、地区全委員会のご協力を得て 

   ・各クラブへのビジョン・行動計画作成意識の浸透 

   ・城年度のクラブ報告書に全てのクラブが、 

    自クラブのビジョン・行動計画を記載できるように！ 

  「行動計画」 

・委員の所属グループのガバナー補佐、会長・幹事、エレクト・幹事を対象に 

グループ単位の＜出前セミナー＞をグループ所在地で開催する 

・委員をファシリテーターとして、グループディスカッション形式を中心する 

・委員による、クラブへの＜卓話＞を呼びかける 

（9 月 4 日神戸須磨ロータリークラブにて卓話 髙瀬委員長） 

３．開催済みの出前セミナーからの反省、提案、今後に向けての意見交換  

永瀬副委員長 

・阪神第 1・第 2 グループ（7 月 26 日） 

・尼崎グループ          （8 月 21 日） 

・阪神第 3 グループ      （9 月 27 日） 

４．11 月 10 日(日) ロータリー研修デーについて  永瀬副委員長 

・内容 

・委員さんへの出席要請（ファシリテーターとして） 

５．今後の日程について               永瀬副委員長 

   ・11 月 10 日(日) ロータリー研修デー（神戸国際会議場） 

 ・11 月 28 日(木) 淡路グループ  

・12 月以降未定 （但馬、東播第 1・2・3、神戸第１・2 グループ） 

６．閉会挨拶                    白井ガバナーノミニー 

 

                                   以上 
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2023-24年度淡路グループI.M

矢野戦略計画委員会副委員長PPTより抜粋

クラブのビジョンと戦略(⾏動)計画の重要性

戦略計画セミナー(2023)でのアンケート
クラブのビジョンと戦略計画 戦略計画委員会の設置

％

クラブの持続可能性(50のチェックポイント)
1.クラブ管理運営
2. クラブの奉仕活動と公共イメージの向上
3. 会員増強とクラブの多様性
4. クラブと会員の参加意欲
5. ロータリー財団並びに⽶⼭記念奨学⾦への貢献

ロータリーが運動体である以上、必ず様々な問題が生じる。
ロータリーが持続可能であるためには、そのためのビジョンと戦略計画(⾏動計画)が必要

0 10 20 30 40 50 60 70 80

作成済みで毎年見直している

作成しているが、毎年の見直しはしていない

今後作成する予定

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ない

ある

クラブのビジョンと戦略(⾏動)計画の重要性

■クラブのビジョンと戦略(⾏動)計画の作成
会員が充実したロータリーライフを享受することができ、魅⼒的なクラブにするために、
理想のクラブ像としての理念を共有する。
・私たちのクラブの存在価値は何か
・私たちのクラブはどういうSERVICEで社会に貢献しようとしているのか
・私たちのクラブは会員や地域社会にとって本当に魅⼒的か
・私のロータリアンとしての目標は何か
■クラブのビジョン・戦略(⾏動)計画策定のポイント CHANGE→CHANCE
・クラブが元気になるビジョンであること G－T(Trouble)→C
・クラブの現状と課題を明らかにすること 変化には困難が常に伴う、その困難を一つ一つ
・クラブの英知を集めること 取り除いていくとチャンスが生まれる
・世界のロータリーと協調できるビジョンであること

クラブは時代に追いついていかなければならない
クラブは時代に適応しなければならない
クラブは将来への備えができていなければならない
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地区行動計画委員会委員 和田孫博（神戸東灘RC）

クラブのビジョンと行動計画を作ってみました

◇前年度まではクラブに戦略計画委員会はあったが、
ビジョンや戦略計画は策定していなかった

◇地区戦略計画委員会の委員として
2023ｰ2026地区ビジョン戦略計画の策定に参画
戦略計画の３の１つ目に
「全クラブが将来のビジョンや戦略計画を策定する」

◇クラブ内のビジョン戦略委員会の構成を相談
会長・会長エレクト・会長ノミニー予定者・
幹事・次期幹事予定者を含んで構成

◇他クラブの会員満足度アンケートを参考に
会員へのアンケートを実施8/21/2024

8/21/2024

PC2202
長方形
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8/21/2024

8/21/2024

PC2202
長方形
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8/21/2024

PC2202
長方形
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8/21/2024

PC2202
長方形
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8/21/2024

●現状分析
・９割の会員がクラブ運営・活動にある程度満足している。
・Diversity（多様性）に富んでいる。

（・ロータリー歴 5年未満 43％、5年～10年 22％、10年以上35％
・職業分類も多様 ・女性比率も6／31
・年齢構成は30代～80代までバランス良く分布している）

●長所と短所
・社会貢献や寄付は当クラブの規模なりにできている

⇔ クラブ規模が小さい分、予算に限りがある
・年齢による縦の関係意識がなくフレンドリーな雰囲気

⇔ 強いリーダーシップあるメンバーがいない
・例会内での節度ある親睦が中心で心地良い

⇔ 例会を超えた深い付き合いがない
・メンバー同士の職業付き合いが少なく利害関係の雰囲気なし

⇔ メンバー同士の関係性が薄い

●地域社会にある機会と課題の特定
当クラブは関西屈指の文教地区・多子地区にあり、教育関係のメンバーも
多いため「青少年奉仕」を核に従前の活動の充実と新たな展開を模索する8/21/2024

PC2202
長方形
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2023－26 神戸東灘RC・ビジョン声明

「東灘RCに所属して良かったという会員同士の深いつな
がりの中、青少年奉仕を核に、地域社会の平和・発展
のためのロータリー活動を継続する」

・ビジョン優先事項

深い絆で結ばれた親睦
⇒ 同好会や10年未満会員同士の例会外での親睦を増やす
奉仕活動
⇒ 当面は少ない予算でもインパクトある地域奉仕活動に絞る

（青少年の「知育・徳育・体育」の向上に繋がる奉仕活動など）
会員増強
⇒ 入会しやすい環境作り

（会費や例会のあり方の検討・賛助会員規定の策定など）
8/21/2024

年次行動計画

ステップ1（1年目）
これまで青少年活動を実働していた会員を中心に、
地域ネットワーク・地域環境・地域問題を現実的、具体的に把握する

おまつり・子ども会・地域クラブ・婦人会活動など
（金銭協賛だけでなく参加協力して顔が見える付き合いにする）

ステップ2（2年目）
各種活動のキーマンのクラブへの勧誘
（キーマンをクラブ顧問の形で賛助会員としての入会を求める）

ステップ3（3年目）
地域活動のノウハウとキーマンをもとに、各奉仕活動と連携し展開

・国際奉仕と：「海外に小学校を」「海外の子どもに支援品を」
「海外への留学援助」など

・職業奉仕と：「こども食堂運営に協力」「フードバンクに協力」など
・社会奉仕と：「少年野球大会に協力」「ボーイスカウトと清掃活動」など8/21/2024

PC2202
長方形
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